
43のRCT論⽂のリスクバイアスを評価。以下例
Aiello2010はどのようにランダム化がしているか分らない
Aiello2010はランダム割付が被験者や研究者に隱蔽されず
Aiello2012はランダム化の⼿法が書かれている
Aiello2012はランダム割付が被験者や研究者に隱蔽

図 3-8-3: リスクバイアス図


